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はじめに

前稿までに、釈尊の成道前後の縁起をめぐる観察から、最初の説法(初転法

輪)を経て、仏教教団が形成される過程を見た。本稿は続いてマガダ王が帰依

し、沙門教団の有力者達(舎利弗と日連とその徒衆)が入門するところまで見

る。

2 象頭山における「一切(十八界:認識の全要素)は燃えている」という

説法

バラモン・カッサパ(迦葉)三兄弟の徒衆であった新弟子達とともに、世尊

は成道の地(ウルヴェーラー)から北方約 10kmのガヤーシーサ〔山J(Gaya-

sisa，③Gaya-sir号a，象頭山、伽耶山;今のガヤー南郊外の丘Brahmayoni)

に遊行して移動した後に、ここにおいて特別の教え(法)を説いたと伝えられ

ている 1)。

それは「一切は燃えている」という文に始まる、認識の諸要素(眼等・色等・

眼識等の十八界、及び眼等との接触とそれらを縁として生じる楽・苦・不苦不

楽の感受)に執らわれではならぬという教えである。a>1大品」では次のよう

にI台まっている。

nOl)時になるほど、世尊はウルヴェーラーに好きなだけ住んでから、

凡て皆元結髪行者の比丘千人からなる大比丘僧団と共に、ガヤーシーサ

〔山J(象頭山、伽耶山)の方に向かった。そこでまことに世尊はガヤーに

おけるガヤーシーサ〔山〕に比丘僧団と共に住む。 (Mvg.1.21.1:V初.1.

p.3411-15) 

(02)そこでなるほど世尊は比丘達に語りかけた。

比丘達よ。一切は燃えている。そして比丘達よ。何が燃えているのか

(Sabbarp_， bhikkhave， adittarp_. Ki白ca，bhikkhave， sabbarp_ adittarp_)。

(Mvg.1.21.2: Vin.1. p.3415-17) 

(1)眼は燃えている。諸々の色は燃えている。眼識(眼による認識、視覚知)

は燃えている。眼との接触も燃えている (Cakkhuaditta:rp， rupa aditta， 

cakkhuべTin白a早a:rpaditta:rp， cakkhu-samphasso aditto)。凡そ眼との接

触を縁として生じ感受されるこの楽・苦・或いは不苦不楽:それも燃えて

いる (yamida:rp cakkhu-samphassa-paccaya uppajjati vedayita:rp 

sukha:rp va dukkha:rp va adukkha-m-asukha:rp va tam pi aditta:rp) 0 

何によって燃えているのか (Kenaadittarp_)。貧(貧り、食欲)の火に

よって・膜(憎しみ・怒り)の火によって・鹿(迷い、無知)の火によっ

て燃えている。生によって・老によって・死によって・諸々の愁いによっ
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て・諸々の嘆きによって・諸々の苦によって・諸々の不機嫌(憂)によっ

て・諸々の悩みによって燃えている、と〔私は〕いう (Ragaggina

dosaggina mohaggina aditta:rp， jatiya jaraya maral)ena sokehi 

paridevehi dukkhehi domanassehi upayasehi adittan ti vadami)。

(2)耳は燃えている。諸々の声(音) 11 (Sota:rp aditta:rp， sadda aditta)o・

(3)鼻は燃えている。諸々の匂い(香)庁 (Ghana:rpaditta:rp， gandha 

aditta)。…

(4)舌は燃えている。諸々の味 11 CJivha aditta， rasa aditta)o・

(5)身は燃えている。諸々の感触(触れるもの) 11 (Kayo aditto， 

photthabba aditta)。

(6)意は燃えている。諸々の法(諸法、考えられるもの)"0意識(意によ

る認識)は燃えている。意との接触も庁 (Manoaditto， dhamma aditta， 

mano-vin白aI).a:rpaditta:rp mano-samphasso aditto)。… (Mvg.1.2 1.2-

3: Vin.1. p.3417-31) 

(x) ~比丘達よ。このように見ると、有聞の聖弟子は限に対しても厭離す

る。諸々の色に対しでも厭離する。眼識に対しでも厭離する。眼との接触

に対しでも厭離する。凡そ眼との接触を縁として生じ感受されるこの楽・

苦・或いは不苦不楽:それに対しでも厭離する。耳に対しても厭離する。

諸々の声(音)に対しでも厭離する。…鼻に対しでも厭離する。諸々の匂

いに対しでも厭離する。舌に対しでも厭離する。諸々の味に対しでも厭離

する。身に対しでも厭離する。諸々の感触に対しでも厭離する。意に対し

でも厭離する。諸々の法(諸法)に対しでも厭離する。厭離すると離欲す

る。離欲するから解脱する。解脱すると、「解脱した」という知(自覚)

がある。 (y)I生は尽き、党行は成り、なすべきことはなした。こうであ

ること(この状態)より他になL、」と悟る、と。

(z)そしてまた、この解説が語られると、その千人の比丘の心は諸々の汚

れ(漏、煩悩)から解脱した。J(Mvg. 1.2 1.4: Vin.1. pp.3432_3512) 

この内容は、序文 (01) を除いて経の伝承 (S.35.28.1-10:IV.pp.19-20， ~雑阿

含経』巻8 (197) : T.2， No..99， 50bc)の中にも含まれている。この中で@伝

承だけが凡人における認識の諸要素(=人間存在の全要素・全領域)の実情と、

聖弟子がそのいずれにも執らわれずに、解脱しで悟ると端的に示している。

他の諸伝承では、世尊が超能力を示す奇蹟Ciddhi-patihariya，神足愛化示

現、神愛示導入他人の心を直指する奇蹟 (adesana田patiharya，他心示現、記

心示導入教え誠める奇蹟 (anusasani-pa tihari ya，教誠示現、教誠示導)と
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いう三種の奇蹟 (tiI，lipatihariyani，神変、示現、示導)を現して、その最後

に示した「教え誠める奇蹟Jが、この「一切は燃えている」に始まる教えである

とL、ぅ 2)。

これまでに見てきた②伝承でもまた、確かにカッサパを教化するに当たっ

ては、世尊は超能力を示す奇蹟を行い、カッサパ達の心の動きをよく読み、し

かもそれを直指し直言する奇蹟を行ってきたのである。ただ「教えJ(法)を

懇切に教え示し導くことが残っていた。それが「教え誠める奇蹟」であった。

しかも元もと火を租る行者達には身近であったはずの火に因む説法が示された。

しかし火の讃美ではなく煩悩や苦悩に喰えられる火を消し鎮めることを教えて

いる。それに対して他の諸伝承では、超能力を示す奇蹟と人の心を直指する奇

蹟とを改めて示した上で、最後に「教え誠める奇蹟」として、この「一切は燃

えている」という教えを示したのである。こうして見ると⑨『律J1大品」

(Mvg)の伝承が、ここでは最も素朴な古形に遡る可能性を示唆していると思

われる。

@経典にも超能力を示す奇蹟， 他人の心を直指する奇蹟，教え誠める奇蹟と

いう三種の奇蹟(神変、示導)を説く箇所があり、漢訳の資料もある 3)O

しかし、この教えを三種の奇蹟の中に含む例は、他にはないようである。

我々人間の在りょう・在り方(生存、存在)を分析的に見て、その構成要素

や属性に分解するのが、原始仏教の基本的な考え方である。これまでにも見て

きたように、色・受・想、・行・識の五項(五法、五猛、要素)をもって我々の

在りょう・在り方(生存、存在)を分析して見る見方は、仏教に特有の考え方

である。それと並んで、しかもより単純に限・耳・鼻・舌・身・意(以上は六

根、即ち感官。六内処:認識の内的領域という)を中心に人間の在りょう・在

り方(生存、存在)を把握する見方がある。これ(六根、感官)に感官の対象

となる色・声・香・味・燭(感触、触れるもの)・法(考えられること・もの)

(以上六境、六外処:認識の外的領域)を加えると、我々の存在と経験する事

柄が全て含まれることになる。六内処と六外処とを合わせて十二処という。処

(ayatana)とは、認識の起こるところ、認識の領域の意である。ここではさ

らに詳しく、感官による知(眼識・耳識・鼻識・舌識・身識)と意による知(意

識つとを加える。六根(感官)と六境(感官の対象)と六識との18項(18法)

は、十八界 (dhatu，要素、認識の要素) と呼ばれる (ωMι幻.II凹I1.p.6臼2
T.1.723bザb17口7勺)0 ここでは、さらに限等が対象(色等)と接触する六種の接触

(眼鯛等)を数え上げ、さらに眼等との接触(眼欄等)を縁として生じ感受さ

れる楽・苦・或いは不苦不楽を数える。これらも感官の数だけの種類が考えら
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れている。

そして実はこれらの一切は、どれも生ずる性質(生法jati-dhamma)を有

し、老いる性質(老法jara-dhamma)を有し、滅する性質(減法nirodha-

dhamma)を有し、無常であり、昔であり、非我である、と説かれていたの

である (S.35.33-52: IV.pp. 26-30; r雑阿合経』巻 8 (195) (156) : T.2， 
No..99， 50ab)。これら眼等、色等、眼識(視覚による知覚)等、眼鰯(眼と色

との接触)等は、楽(快感)・苦(不快感・苦痛感)・或いは不昔不楽(，快感で

も不快感でもない感じ)と同じく，誰にでも実感として分かることである。こ

ういう実感としても分かりやすいこと(諸法、即ち諸要素，諸属性)によって、

我々の在りょう・在り方(生存、存在)が解明されるのである。

およそ悟らない人間の在りょう(生存、存在)を構成しているこれら一切が，

貧・膜・躍により、生・老・死により、愁い・嘆き・苦・不機嫌(憂) ・悩みに

よって燃えている、苦しめ悩ませられている、というのである。

しかし、仏の教えを聴いた(有聞の)仏弟子は、自分の在りょう(生存、存

在)を見つめ直して、それを転換する。即ち限等・色等・眼識等(十八界)及び

眼等との接触とそれらを縁として生じる楽等の感受に対して、厭離し、離欲し、

解脱すると、「解脱した」という知(自覚)があり、「生は尽き、党行は成り、

なすべきことはなした。こうであること(この状態)より他にない」と倍る、

と。この 1文 (y)は、先に初転法輪の後の色等(五離)の無常・苦・非我の

説法(無我相経)の末にも見た文 (Mvg.1.6.46:Vin.p.I.l4田 32，S.22.59.22: 

S.III.p.682126)と全く一致する定型文であり、覚りの表明である (1諸法考

(3)J: r仏教研究J36号， p.118参照)。ただしこの@文句)に相当する文は、
『五分律』巻16(T.22.109c56) と「悌本行集経』巻42(T.3.851a405) にはある

が、他にはない。けれども、この説法を聴いた比丘達は皆、煩悩がなくなり解

脱したという文 (z)の趣旨は、ほぼ全ての伝承において一致する。自分の在

りょう・在り方(生存、存在)をこのように分析的に把握し、そこに執らわれ

なければ、解脱するのである4)。

3 世尊は王舎城においてマガダ王の帰依をうける

その後に暫らくして、世尊はこの千人の大比丘僧団と共に、マガダの都:王

舎城 (Raja-gaha，@Raja-g:rha)の方に向かい、順次に遊行をして、王舎域に
入り、〔マガダ人達の〕杖林の善住という霊樹に (Latthi-vaneSuppatitthe 

cetiye，⑤Ya科i-vaneSuprati斜hiteMagadhakanarp caitye) に留まる

(Mvg.1.22.1: V，仇1.p.3515020， CPS.27c.l取意)5) 0 
ガヤーから東北東に凡そ50凶ほどの王舎城(現在の Rajgir)まで乞食・遊
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行しながら行くには、 5日ほど要したであろう。「杖林の善住という霊樹」と

示したところは、『四分律』巻33には、「杖林中善住尼拘律樹王J(T.22，797 

b8-9) とあり、『衆許摩詞帝経』巻10には「杖林塔J(T.3.962cI7) 、『破僧事』

巻7には「善住翠堵波竹林J(善住塔の竹林:T.24.135b1)、『雑阿含経巻』第

38 (1074) には「善建立支提杖林J(T.2.279a 1516)、『別葬雑阿合経』差是 l

(13)には「善住天寺嗣組林JCT.2.377aI7) とある。「杖林JCLatthi-vana，⑤ 

Yastiべrana)は、王舎城域内にあった林の固有名であろうか。@註釈 CVinA.

V.97212) には、「榔子の公園にJ(tal'uyyane)という。そこにあった「よく立っ

ているJCsuppatittha) という霊樹(または霊崩がある樹cetiya)の下に、

世尊が留まったという。@註釈 CVinA.V.9721213) では「或る 1本の無花果の

樹の下に (vata-rukkhe)Jという。漢訳に塔、塔廟(支提)、寺というのは、

後の解釈なのであろうか。ここでは明記がないが、世尊はマガダ王を教化する

ことを意図していたはずである。ここの伝承は阿含の伝承にも含まれるのであ

る。

【α世尊の風評・評判とマガダ王の対応】

世尊の動向や名声は、予想通りマガ、ダ、王セーニヤ・ピンビサーラ (Magadha

Seniya Bimbisara，摩喝提王瓶沙、頻婆婆羅王、頻毘婆羅王)が聞き知ると

ころとなる。

@伝承では、その名声とは、次のような定型文で語られる。

liCa)かの世尊は、供養(尊敬)に値する方(阿羅漢、応供)である。

正等覚者、明知と行をそなえた方(明行足)、よく行かれた方(善逝)、世

間を知る方(世閥解)、無上の方(無上士)、人を調御する御者(調御丈夫)、

神々と人々の師(天人師)、仏、世尊である (sobhagava araharp. 

samma-sambuddho vijja-cara:t;la-sampanno sugato loka-vidu 

anuttaro purisa-damma-sarathi sattha deva-manussanarp. buddho 

bhagava)。

(b)その方は神を含み魔を含み、党天を含むこの世間に、沙門やバラモ

ンを含む・神々と人聞を含む生類に、自ら証知して体験して〔それを〕説

く。その方は、初めもよく中ほどもよく終わりもよい・意味そなわり文言

そなわった教え(法)を説く。全く円満し清浄な浄行(究行)を明らかに

する。

そして、いいかね。そのような阿羅漢たちに会うことはよいことだよ、

と。JCMvg.1.22.2: Vin.I. p.3525-34) 
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この定型文の Ca)は、いわゆる加来の十号であり、如来(仏)の十種の形容

語であり、 (b)は仏が説く法(教え)と浄行(修行、荒行)の形容であり讃

美であるO この@伝承は、確かに世尊とその教え(法)の形容と讃美に尽きる

が、ともに定型化されており、他の諸伝承ともほぼ共通するものである 6)。

@伝承は、このように世尊を讃美する風評を語る。根本説一切有部の伝承で

は、釈迦族に生まれた太子が、占い師の言によれば、太子が家にあれば転輪王

となり、出家すれば正覚者となると開いた人民が、王に報告して彼(太子二世

尊)の殺害を進言する。王はそれを退けて、彼が転輪王になるなら彼に従い、

彼が正覚者になるなら、親しく供養しようという願望を懐く。また別の人々は

その世尊が今や正覚者となりガヤ一山に住んでいることを伝えて、かの仏・世

尊の供養を進言する。王は臣下に命じて、王の名代として世尊を訪ねて王舎城

への来臨を請わせる。こうして世尊は僧団とともに遊行して王合城に入り、城

外の杖林の善住霊樹に留まっておられる。そしてそれを王は聞き知ったのであ

る7)。

また『四分律』巻33CT.22.797b)、『五分律』巻16(T.22.109c)、『過去現

在因果経』巻4(T.3.650bl-3) では、世尊が嘗て王に会って、成仏後に再訪を

約束したことを思い出して、王に会うために王会城に赴いたという 8)O

『スッタ・ニパータ (Sn.)J3.1 I出家経」では、世尊が修行中に王舎城に

行乞に入ったのをこの王が見て、訪ねて行って対話を交わし財物を提供して懐

柔しようとするが、世尊は欲望を求めず修行に励もうと答えているO 法蔵部の

『四分律』巻31CT.22.779c22_780b6) の外、根本説一切有部 (SBV.I.pp.948-

9616， Ii破僧事』巻4: T.24.118bI8 _119aI9， cf. Ii衆許摩詞帝経』巻5: T.3.947 

C22 -948a20) や大衆部 (Mv.II.p1983-2022) の伝承では、この時に王は世尊が覚

りを得た際には再来を請うたのに対して、世尊が応諾されたという。@の註釈

(Pj.II.p.986)にも、「尊師よ。仏となることを得ましたら私の所領においでく

ださL、」と、王が菩薩(=世尊)に言った、と伝えている 9)。

@伝承では、マガダ王は、 12万のマガ、タr人のバラモン・家主達に固まれて

世尊のもとに近づいて、挨拶して一方に坐った。バラモン・家主達も銘々に世

尊に挨拶して一方に坐った、という (Mvg.1.22.3:Vin.I.p p .3533_367 取意)附。

この 12万人とは、随分と大袈裟な表現であり、銘々に世尊に挨拶をすると

いうのは、実は精々数十人であることを暗示しているかのようである O

【β世尊とカッサパとの備の応答:力ッサパの帰依の心情】

さて人々は大沙門(=仏)とカッサパとのどちらが師か、どちらが弟子か、

と迷う。すると、人々の思いを世尊は心で知って、彼に詩句をもって語りかけ
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るO

r a Iウルヴェーラーに住む者よ。痩せた論者(貴方)は何をば見て祭火
を捨てたのか。K.Cカッサパ、迦葉)よ。この意味を貴方に問う。どうし
て貴方の火祭りが捨てられたのか。」と。

K仁imeva disva Ur印uvela

pucchami t同a叩 Kassapa，etam attharp katharp pahinarp tava aggi-

huttan ti. 

b (K.J I色と声とそれから味、欲しいもの、そして女を、供犠は語る。

これは垢だと、〔執着の〕依り所 c=祭杷)の中に知って、それ故に祭記
や献供を喜ばない。Jと。

rupe ca sadde ca atho rase ca; kam'itthiyo cabhivadanti yan白a;

etarp malan ti upadhisu natva; tasma na yitthe na hute ara白jinti. 

CMvg.1.22.4: Vin.I.p.3615.21) 

c (世尊JIまたここに貴方のこころは、色と声とそれから味に喜ばなL、O
K.よ。」と世尊は言うた。

「すると今や神々や人々の世間において、こころは何が楽しいのか。K.よ。

私にそれを言え。」と。

ettha ca CV''-ettheva) te mano na ramittha Kassapa ti bhagava avoca 

CV''-bhagava); rupesu saddesu atho rasesu; 

atha ko carahi deva-manussa-loke; rato mano Kassapa， bruhi me tan 

ti. 

d (K.J I執着の依り所のない寂静なる境地を見て、無所有にして欲の生

存に執らわれない・別様にはならない・他によっては導かれない〔境地を

見て〕、それ故に祭把や献供を喜ばなかった。」と。

disva padarp santam anupadhikarp; akincanarp kama-bhave 

asattarp; 

ana白natha-bhavimananna-neyyarp; tasma na yitthe na hute aranjin 

ti. CMvg.1.22.5: Vin.I.p.3622一回)

するとカッサパは、座から立ち上がって世尊の足下に頭をつけて申し上げた。

『尊師よ。世尊は私の師です。私は弟子です。JCVin.I.p.3632.33) 

と。こうして人々に実情が分かったのである。この四備は、仏の問いに答える

形で、カッサパが仏に心服するに至った経緯と、祭杷と火への献供を捨てて仏

の教えに喜ぶに至った心境を簡潔に示している。これら四備は、ほぼ全ての伝

承に含まれるが、語葉や語尾、語}I聞の少なからぬ相違が見られる O 偶数がもっ
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と多い伝承もある。有部系統ではさらに三備を加えるが、他の三律 cr四分
律」、『五分律』、『見尼母経J)では上と同様の四偽である。 Mv.はこれに六

備を加えるが、最後の二備は他に類例がなしい1)0 r中本起経』巻上には、仏が
述べたのは二偽(五言八旬)である。これが古形を示すのかどうかは、即断で

きない凶。

【γ世尊の説法】

そこで世尊は、彼等の心の思いを知って、次第説法を語り、布施の談義、戒

の談義、天の談義等を始めとして、彼等が浄らかな信ずる心を持つようになっ

たのを知ったときに、苦・集・滅・道(四諦)を説き明かした。すると11万

人には、「およそ何でも集起する性質(本性、法)があるものは，すべて誠す

る性質(本性、法)がある」とL、う遠塵離垢の法眼(真実を見る汚れのない無

垢の限)が生じ、 1万人は信者(優婆塞)になると申し出た (Mvg.1.22.6-8:

Vin.I.pp. 3630_3713取意)13)。
この世尊の説法を人々が了解して法眼が生じたという段は、ヤサの場合

(Mvg.1.7.5-6 : Vin.I.1535四168) と同文で繰り返されてきた。遠塵離垢の法眼と

いう語句はほぼ全ての伝承にある O けれどもその意味が、縁起による集(生)

と滅とを知ることであるという例は、@の伝承では繰り返されるが、他の伝承

には極めて少ない。けれども『仰本行集経』巻36、44(T.3.819c21ペ858b四四
c1) が、ほぼ同様の文句を伝えている14)。

【δマガダ王の願い、帰依、食事供養の申し出】

すると王は

『法を見、法を得、法を知り、法に深く入り、疑いを超え、惑いを離れ、

確信を得、師の教えに関して他には依存しないで、世尊にこう申し上げた。』

CMvg.I.22.9: Vin.I.p.371417)回。

こζの法とは、仏の教えの内容であり、いわば真実であり、四諦の理、縁起の

理である。この文も最初に法眼を得たコンダンニャ(=Mvg.I.6. 32: Vin.I.p. 

1219.22) や、ヤサの父 (Mvg.I.7.10:Vin.I.p.1630) の場合等と同文である。

さて王の言うところは

『尊師様、私が王子であったときに五つの願い事 (assasaka)が有りま

した。それが今や私に満たされました (samiddha)oJ(Vin.I.p.371718) 

というのである。すなわち

(1) rああまことに〔皆が〕私を王位に即けてくれますようにと (rajje
abhisinceyyun ti)oJ 

(2) rそしてその私の所領に供養に値する(阿羅漢)正等覚者がお出でに
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なりますようにと。』

(3) ~そして私がその世尊に近侍できますようにと (payirupãseyyan ti)oJ 
(4) ~その世尊が私に教え(法)を示して下さるようにと (dhammam

deseyya ti)oJ 

(5) ~そして私がその世尊の教え(法)を了解できますようにと

(dhamma:rp ajaneyyan ti)oJ 
この五つの願い事が叶ったという (Mvg.I.22.9-10:V仇I.p.3735-30)16)。

そして王は、ヤサの父 (Mvg.I.7.10:Vin.I.p.1631剖)と同じ様に、言上する。

『尊師よ。すばらしいことですo • • • 世尊は、多くの方法を用いて、

法(教え)を明らかにして下さいました (dhammopakasito) 17)。

この私は世尊(仏)に帰依し、法(仏の教え)と比丘僧団に〔帰依いしま

す〕。世尊はどうぞ今日より以後、私を命ある限り帰依している信者(優

婆塞)としてお認めおき下さ~'...と。J(Mvg.I.22.11: Vin.I.p.3731-38) 

『また尊師よ。世尊は明日には私の食事を比丘僧団と共に〔食べることを〕

認めて下さい、と。J(Vin.I.pp.3738_38') 

世尊は沈黙をもって認めた。それを知って王は座を起って世尊に挨拶して右緯

して立ち去った1へそしてその夜が過ぎると、王は素晴らしい食事を用意させ

て、世尊に「尊師よ、時間です。食事が出来ました」と時聞を知らせた。世尊は

午前中に着衣して鉢と衣を持って大比丘僧団と共に王舎城に入った。そのとき

帝釈天はバラモン学生の姿を化作して、次の詩歌(偶)を歌いながら、仏を上

首(筆頭)とする比丘僧団の前へ前へと行く。

~ I i(身を〕修め(調御し)執らわれない(離脱した)金環のように金

色の世尊は、〔身を〕修め(調御し)執らわれない(離脱した)元結髪行

者達と共に王舎城に入られた (dantodantehi saha pural)a-jatilehi， 

vippamutto vippamuttehi; sirigi-nikkha-suval)l)o (Vri -saval)l)o)， 

Rajagaha:rp pavisi bhagava)。

m 開放され(解脱し)執らわれない(離脱した)金環のように金色の世

尊は、開放され(解脱し)執らわれない(離脱した) 11 (mutto 

muttehi saha pural)a-jatilehi， vippamutto vippamuttehi; 11)。
n (生死を〕渡って執らわれない(離脱した)金環のように金色の世尊は、
〔生死を〕渡って執らわれない(離脱した) 11 (tir:mo tinnehi saha 

pural)a-jatilehi; vippamutto vippamuttehi; 11)。
o 安らかにして執らわれない(離脱した)金環のように金色の世尊は、

安らかにして執らわれない(離脱した) 11 (santo santehi saha pural)a-

104 

諸法考-dhammaの原意の探求と再構築 (6) 法と諸法と縁起一教団の形成と発展

jatilehi; vippamutto vippamuttehi; 11 )。
p 十〔聖住〕に住し、十力有り、十法を知り、十〔無学支〕を具えヘ

千人の従者を伴なって、かの世尊は王合城に入られた。」と

(dasa-vaso dasa-balo， dasa-dhamma-vidu dasabhi c'upeto; 

so dasa-sata-parivaro Rajagaha:rp pavisi bhagava ti)oJ (Mvg.I.22.13: 
Vin.I.p.3815-田)

これは、世尊が元結髪行者の比丘達とともに王金城に入ったという様子を、同

じ語句を繰り返し述べつつ、世尊と比丘達の形容と讃美を語る。人々は帝釈天

を見て、この麗しいバラモン学生は誰の子か、と言い合う。帝釈天は備で答え

る。

q ~i賢者にして凡てに亘って〔身を〕修め(調御し)清揮にして比肩す

る人なく供養に値する(阿羅漢)善く行ける(善逝)というそのお方に、

私は従う者です。」 と (yo dhiro sabbadhi danto， suddho 

appatipuggalo; araha:rp sugato loke， tassaha:rp paricarako ti) J。
(Mvg.I.22.14: Vin.I.p.3829-30) 

帝釈天というのは、私には理解できないが、この話を伝えた人達には、そう思

われたことなのであろうか。なお以上の六備に対応する伝承は少なし伊)。

【Eマガダ王の竹林園寄進】

さて世尊はマガダ王の住いを訪ね、比丘僧団とともに設けられた席に坐った。

王は手ずから立派な硬軟の食べ物をもって、仏を始めとする比丘僧を満足させ

て、世尊が食べ終えて鉢から手を放したのを見て一方に坐った。そして世尊が

どこに住まうとよいのか、と思案する (Mvg.I.22.15-16:Vin.I.pp. 3831-397取

意)。そして王はこう思う。

『私共の竹林園 (Velu・vana)は、なるほど、村から決して遠からず近過

ぎず行き来が出来て、それぞれ求める人達に行き易く、昼には混雑少なく、

夜には人声が少なく物音も少なく、人々の気配なく (vijana々 ata)人々

が独住すべく、独坐にふさわしL、。さあ、私は仏を上首(筆頭)とする比

丘僧団に寄進しましょう、と。J(Mvg.I.22.17: Vin.I.p.398-14) 
王は黄金製の水瓶を取って、〔寄進のしるしに〕世尊〔の手〕を清めさせて、

『尊師様。この私は仏を上首とする比丘僧団に竹林園を寄進いたします』とい

う。世尊は受けられた。すると世尊は、王に法話をもって教示し、受持させ、

励まし喜ばせてから、座を立って立ち去られた。最後に

『するとなるほど、世尊はこの因縁でこの機会に法話をしてから、比丘達

に語りかけた。「比丘達よ。園林を許します」と。J(Mvg.I.22.18: 
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Vin.I.p.392122) 

この仏のことばで、ここの 1幕は終わる2ω1)

ここは元結髪行者のカツサパとその徒衆が仏弟子の大比丘僧団となつたこと

を、マガダ王と大衆の前で見せ付けてから、王と大衆に説法し、その後で王よ

り竹林園を住居地として寄進されるという一段である。散文と韻文からなるが、

諸伝承の聞に相違するところも多L、。

四 仏教教団の形成と発展(大品 Mahavagga= M vg.1.23-24) 

沙門教団のニ有力者:舎利弗・目連とその徒衆の入門

a【サンジャヤの論法】

その頃サンジャヤ (Sa白jaya，Vri.Sancaya)という遊行者が、 250人の大遊

行者衆 (paribbajaka-parisa) とともに、王舎城に住んでいる。時に舎利弗

(Sariputta， Sariputra) と目連(目提連 Moggallana，Maudgalyayana) と

は遊行者サンジャヤの許で修行(党行)をしていて、『凡そ最初に不死

(amata)を得達したものは、他方に告げよ』と約束 (katika)を交わしてい
た (Mvg.I.23.17:Vin.I.p.39目指要旨)22) 0 

このサンジャヤ (Sa良jayaBelaHhi-putta， Vri. Sa白cayaBelattha-putta， 

⑤Sarpjayin Vairati-putra)は、漢訳に外道六師または六師外道という沙門

と呼ばれた著名な六人の思想家の一人で、形而上学的な諸問題を問われると判

断を避ける答弁をしたと伝えられる。@伝承では彼が取り上げる問題とは、

(1) 1あの世(他の世界)はあるのか (atthiparo loko) J、「あの世は無
いのか (n'atthi paro loko) J、「あの世はあり、かつ無いのか (atthica 

n'atthi ca paro loko) J、「あの世はあるのでもなく、無いのでもないのか

(n'ev'atthi na n'atthi paro loko) J、
(2) 1化生の有情達はあるのか (atthisatta opapatika) J、11ノ無いのか
(n' atthi satta opapatika) J、1//あり、かつ無いか (atthica n'atthi ca 
satta opapatika) J、1"あるのでもなく、無いのでもないか (n'ev'atthi
na n'atthi satta opapatika) J、
(3) 1善行悪行の業の報L、はあるのか (atthisukata-dukkatanarp kam-
manarp phalarp vipako) J、1//無いのか (n'atthi 11) J、1//あり、かっ
無いのか (atthica n'atthi ca 11) J、1"あるのでもなく、無いのでもな
いのか (n'ev'atthina n'atthi 11) J、

(4) 1如来(修行完成者)は死後にあるのか (hotitathagato pararp 
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maral)a)J、1"無いのか (nahoti庁)J、「庁あり、かつ無いのか (hoti
ca na ca hoti 1/) J、1"あるのでもなく、無いのでもないのか (neva
hoti na na hoti //) J (D.I.pp. 5824_593)、

というもので、恐らくは全て人の死後の存在をめぐる問題であろう。それは、

あの世(他の世界)、死後に天や地獄に化生して生まれるという有情、善行悪

行の業の報l'~ 如来(修行完成者)の死後の存在という 4 種の問題が問われる
のであり、しかも、それぞれが4種の判断の選択肢に分かれ、都合16問となっ

ている。彼の言い方・答え方、つまり論法はこうである。

nあの世(他の世界)はあるか」ともし私に〔貴方が〕問うならば、「あ
の世(他の世界)はある」ともし私に思えるならば、「あの世(他の世界)

はある」と貴方のその(問L、に〕答えるであろう。〔しかし〕そうとも私に

は思えない。そうであるとも私には思えなL、。そうではないとも私には思

えなL、。ないとも私には思えない。ないのではないとも私には思えない

(atthi paro loko ti iti ce marp pucchasi， 11 ce me assa， // te narp 

byakareyyarp. Evan ti pi me no， tatha ti pi me no， annatha ti pi me 

no， no ti pi me no， no no ti pi me nO)oJ (D.I.p. 5824027) 

と。以下の15聞の全てについても、上と同じように述べるという(D.I.pp.
5828_598)。最初に上に示したのは、その問いだけを抽出して列挙したので、ある。

ここで感官によっては確認しがたい事柄(主語)についての、有・無・有無・

非有かっ非無という 4種の判断(四句分別)は特徴的である。まず確認できな
い事柄(主語)についての肯定・否定・肯定かつ否定・非肯定かっ非否定とい

う4種の判断である。思うに判断は l種であってこそ明解なのであって、 2種
以上の判断があればどれが真か偽かという論争が避けられなL、。上のような 4

穫の判断と 5種の否定とは全体としてどういう意味を持つのか、容易に分から
ない。ただ上のように凡そ考えられる全ての判断と、否定の可能性を全て言い

尽くした、この論法の発見は重要であろう。これをもってあらゆる判断とそれ

に対する否定の可能性の全てを挙げ切っているからである。サンジャヤはその

一々に対して「そうとも私には思えない…」と 5種の否定文で応じるだけで、

韓舌にも拘わらず、全てを否定するので判断停止になり不可知論にもなる。

b【サンジャヤ説:不可知論(無限混乱論、鰻のように捉え難い混乱論)】

仏教興起の頃の形市上学的臭説(異見)は、仏によって(実は仏弟子達によ

るのかも知れないが)六十二見の名の下に整理され論評されて伝えられている

(D.i Brahmajala引1tta1.28-3.32， r長阿含経J21究動経、支謙課『党網六十
二見経J)。我(霊魂)と世界を主題とする諸説は、整理し直して過去に関する
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18説と未来に関する44説とに纏められる。過去に関する説の第4の詑弁論の第
4説が，上のサンジャヤの言と全く同じである(D.1.p.5824.27)。木村泰賢以来、
議弁論(詑詩論)というその原語amaravikkhepaが難解であり、伝承では
「無限混乱〔論JJと、「鰻のように捉え難い混乱〔論JJとLサ、 2種の解釈が
ある。すなわちブッダゴーサの@註釈はまず、第一の解釈を示す。

『死なないというのが不死の[見解]である。それは何か。[その]執見

を持つ者には、「そうとも私には思えない」というなどの趣旨によって、

際限がない見解及び言葉があるO 種々なる散乱という混乱がある。不死の

(限りなL、)見解と言葉との混乱というのが不死混乱である (namarati 
ti amara. Ka sa? Evan ti pi me no-ti-adina nayena pariyanta-rahita 

ditthi-gatikassa ditthi c'eva vaca ca. Vividho khepo ti vikkhepo， 
amaraya ditthiya vacaya ca vikkhepo ti amara-vikkhepo) 0 J (DA.1. 

p.1151215) 
と。ここの「不死の」という語が、「際限のないJ(pariyanta-rahita)という意
味であるとL寸。ダンマパーラに帰せられる複註 (DA-(ika Linatthava'IJ'lJana， 
まfこはLinαtthαρραkasαηa，LinatthαρραkasαniともL、う)には
「死なないというのは、断、減しない(=断ち切れなL、)(Na marati ti na 

cchijjati)oJ (PTS. ed. 1.21212， Vri.1.l43) 
とある。「断ち切れない際限のない見解と言葉との混乱(散乱)J、「無限混乱

〔論JJであろう。不死の意味を読み込んで「不死混乱〔論JJというなら、不
死矯乱論(③amarã-vik~epa-vãda， ~稔伽師地論』巻 6， 7， 58， 87: T.30.303c5， 
310b23， 621c¥ 785d7， 786a16) という玄英訳にも通じる 23)。

しかしその意味は明確ではない。@註釈は他にアマラーを鰻と解して

『別の解釈法がある。アマラーとは一種の魚(鰻)であり、それは浮かん

だり沈んだりすることによって水中で走り回るから、捕らえることが出来

ない、という。このようにこの論も、ここから、ここからと走り回るから

捕らえるに至らなL、。故に鰻混乱〔論〕と言われる (aparonayo 
amara nama eka maccha-jati， sa ummujjana-nimujjanadi-vasena 
udake sandhavamana gaheturp na sakka ti， evam eva ayam pi vado 
ito c'ito ca sandhavati， gaharp na upagacchati ti amara-vikkhepo ti 

vuccati)oJ (PTSDA.I.l15， Vri.1. 98) 
ともいう。これは鰻のように迷走し捉えどころのない議論を意味し、いわば

「鰻混乱〔論JJ、「鰻のように捉え難い混乱〔した議論JJであろう。では「無
限混乱〔論JJはどうか。サンジャヤ(諭弁論者)は4種の争点について各4
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種の判断(4旬分別)を立てて、そのどれについても、「そうとも私には思え
ない…」云々と 5種の言い方で否定するが、回答は無限ではなL、。しかし問う
者にとっては疑問・混乱・不満の余地が限りないであろう。同様にその真実が

把捉し難い「鰻のように捉え難い混乱〔論JJ、鰻混乱[論]でもあろう。その
論法が、次のような仏の言葉を冠して示される。

『比丘達よ。ここに一部の沙門或いはバラモンは遅鈍で愚鈍であり、彼は

遅鈍であるから愚鈍であるから、そこかしこで問いを関われているとする

と、言葉の混乱である無限混乱[論] (鰻混乱論)に陥る(Idha，
bhikkhave， ekacco samano va brahmano va mando hoti momuho 
(Y"momho). So mandatta momuhatta tattha tattha pa白harpputφo 
samano vaca-vikkheparp apajjati amara-vikkheparp) 0 J (PTSD.1.p. 
2771l，Vri.I.23) 

と。そしてその最後には

「比丘達よ。これが第四の根拠であって、それに基づきそれに依って鰻の

ように混乱する或る沙門・バラモン達が、そこかしこで問いを間われてい

るとすると、言葉の混乱である無限混乱[論](鰻混乱論)に陥る(Idarp，
bhikkhave， catuttharp thanarp， yarp agamma ya叩 arabbhaeke 
samar.la-brahmaf.la amara-vikkhepika // )oJ (D.I.p.273235) 
と断定している。ここの文型は仏がサンジャヤの言を、再構成して不可知論

(無限混乱論、鰻のように捉え難い混乱論)という枠を設けて、その中に絞め

込んだような形である。六十二見とは、当時の諸宗教哲学説を仏が(仏教教団

内で)改めて整理し体系化した形のように見える。それに対して先に触れたサ

ンジャヤ説を始め六師外道説は、マガダ王(阿闇世Ajatasattu)が把握した
内容の報告の形として伝えられている。

サンジャヤは、死後の問題に対する形而上学的な問題に明確な返答を避ける

べく注意の行き届いた論法を繰り出す。原始仏典の伝えるところでは、このよ

うな形而上学的な問題に対しては、仏は「答えない(無記、不記 avyakata)J
という回答をしたという。それはサンジャヤ(不可知論者)の鏡舌な回答を簡

明に改めた形のように見える。しかし善悪の業の報いには仏は多く言及する。

このような異説に対処する仏の態度について、石飛道子『ブッダと龍樹の論

理学J(株式会社サンガ、東京、 2007年、 p.177)、『龍樹と語れJ(大法輪関、
東京2009年、 p.86)は、「論争しではならなL、」、「論争するな」という視点を
発見している。確かに今のような問いに対しても、賛否を明言せず、「答えら

れない(無記、不記)Jと言って済ます分には、論争にも及ばないし、相手を

109 



諸法考~dhamma の原意の探求と再構築 (6) 法と諸法と縁起 教団の形成と発展

怒らせることもあるまい。

仏には相手を怒らせるような言葉はない。多くの経典の末尾には、仏の言葉

を聴いて皆が歓喜したと伝える O 既に見たように、仏がカッサパ(迦葉)を教

化した過程についての諸伝承には、決して相手を不快にさせず、怒らせないで、

急がずにゆっくりと充分に時日をかけて、相手が仏の教えを受けたくなるのを

待っていたのである。相手を喜ばせるのが、仏の説法の特色でもあった。

また相手の主張に対して、賛否をもって答えないことは、相手を怒らせない

だけではなL、。相手の用語法に縛られる無用な論争に巻き込まれる争いを避け

る。しかも、もし適当な機会を得れば、論者の主張を超える自身の立場を自分

の用語をもって懇切丁寧に解き明かし教える余地を確保することにもなる。

仏自身の立場において、語られる事柄の全領域(一切という)は、五感と意

(六根、六内処)とそれらの対象(六境、六外処、合わせて十二処という)で

あり、または眼識、乃至、意識の六識(知覚、感官知)を加えた18種からな

る認識の諸要素(十八界)を出ることはないのである。このように知覚に基づ

き実感から出発して、自分の在りょう・在り方を明確に語る。これら(十二処、

十八界)のどれもが、無常であり、苦であり、非我であると覚り、それらに執ら

われなければ、解脱しで悟ると教える。しかし感官知の及ばない・実感できな

い主題をあげつらう命題や問いには、賛否 (Yes，No)を問われでも、答えら

れない(無記)というのである。

このような論法に詳しい師匠の許で学んだという舎利弗と日連とがその徒衆

と共に入門したことは、仏教の発展にも大きな影響があったと想像される。

c【舎利弗がアッサジ尊者に遇い縁起法煩を聞いて離垢の法眼を得る】

α 『時になるほど、アッサジ尊者が午前中に着衣して鉢と衣をもって王合

城に乞食に入った。進むにも退くにも、前を見るにも脇を見るにも、身を

曲げるにも伸ばすにも端正であり、眼線を下に落とし、威儀のあり方が具

わっていた。J(Mvg.I.23.2: Vin.I.p.39田 35)

それを遊行者舎利弗が見て、その姿勢・威儀が端正であるのに感銘を受けて、

誰の弟子であるかを問おうと思う。しかし舎利弗は、今は問い尋ねる時ではな

いと思って、彼の後をつけて、彼が托鉢食を持って帰ってくるのに近づいて挨

拶をして、一方に立って、言う。

81 rまあ、友よ。貴方のお顔は明るく澄み切っています。肌の色も清らか
で美しく白L、。友よ、貴方は誰を〔先生と〕さだめて出家したのですか。

また貴方の先生は誰ですか。また貴方は誰の教え(法)を信奉しているの

ですか」と。J(M vg.I.23.3: Vin.I.p.4013-16) 
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この讃美と問いの文言は、初転法輪の前に世尊に出会ったアージーヴィカ派の

行者が語る言葉 (Vin.I.p.8時 15)に等しい(，諸法考(3)Jp.69)。

αlnアッサジJ，友よ。大沙門です。釈迦の息子で釈迦家から出家した
方です。私は世尊を〔先生と〕定めて出家したのです。そして世尊は私の

先生です。また私は世尊の教え(法)を信奉しているのです」と (tassa

caharp. bhagavato dhammarp. rocemi ti)。

82 [舎利弗J，また尊者の先生は何を語り、何を説くので・すかJと (kirp.-
vadi panayasmato sattha， ki王dm

α2 [アッサジJ，私はね。友よ。出家して聞もない新米で、この法(教え)
と律(僧団の決まり)に今入ったのです。私は貴方に詳細に法(教え)を

説くことが出来ません。ですが貴方に簡略に意義を言いましょう」と

(adhunagato imarp. dhamma-vinayarp.， na taharp. sakkomi vittharena 

dhammarp. deseturp.， api ca te sarp.khittena attharp. vakkhami ti)。

舎利弗はアッサジ尊者に言った。

83 r，よろしい。友よ。少し或いは多く語られよO 意義だけを私に言いた
まえ (attharp.yeva me bruhi)。

意義だけに私には意味がある。多くの文言をもって何をなさいますか」と

(atthen' eva me attho， kirp. kahasi byanjanarp. bahun ti) 0 J 
(Mvg.I.23.4: Vin.I.pp.401625) 

アッサジ尊者は舎利弗にこの法門を説いた (dhamma-pariyayarp.abhasi)。

α3 rおよそ諸々の法(自分の心身の諸要素・属性)は因より生ずる、そ
れらの因を如来は説いた。また大沙門はそれらの滅もまたそのように説く

(ye dhamma hetu悶ppabhavatesarp. heturp. tathagato aha ， tesan 

ca yo nirodho， evarp.-vadi maha唱amal)o)0 (Vin.I.p. 4028-29) 

84するとなるほど、遊行者舎利弗にはこの法門を聞くと、「およそ何でも
集起する性質(本性、法)があるものは，すべて滅する性質(本性、法)

があるJ(yarp. kinci samudaya-dhammarp.， sabbarp. tarp. nirodha 
dhamman)という遠慶離垢の法眼(真実を見る眼)が生じた。〔そして

いわく〕

色「もしそれだけだとしても、これは真実(法)です。多くの万劫を過ご

しても見られない無憂の境地に〔あなた方は〕到達されたのですJと。』

(es'eva dhammo yadi tavad eva， paccavyatha (Vd paccabyattha) 

padam asokarp.; adittharp. abbhatitarp.， bahukehi kappa四nahutehiti. 

Mvg.I.23.5: Vin.I.pp. 4033品)
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初転法輪の際には、四諦の説法を聴いたコンダンニャに、 ~Tおよそ何でも集

起する性質(本性、法)があるものは，すべて誠する性質(本性、法)がある」

という遠塵離垢の法眼(真実を見る眼)が生じた」とあった (Vin.I.p.

1134-36) が制、それと同文である。その内容を考えるに、アッサジが示したと

いう α3の偶(縁起法額、法身偶)の趣旨とほぼ等しい。ここの諸々の法(諸

法)とは、すでに解してきたように自分の生存の諸要素・諸属性であり身心

(心身)の諸要素・諸属性であり、それらは縁起の関係によって成り立ち、ま

た誠すべきものである。

d【目連も舎利弗より縁起法煩を聞き法眼を得る】

舎利弗は目連を訪ねる。目連は彼を見て言う。

~Iね、友よ。君の顔は明るく澄み切ってる。肌の色も清らかで美しく白

い。友よ、君は不死を得たのか」と。

〔舎利弗JIそうだよ。友よ。不死を得たのだよ」と。
〔目連JIでは友よ。どのようにして君は不死を得たのか」と。J
(Mvg.I.23.6: Vin.I.p.411る)

こうして舎利弗は目速に一部始終を語り縁起法額まで語る (Mvg.I.23.7-10:

Vin.I.p.415-36)。それを聴くと目速にも舎利弗と同様に法眼が生じ同じ言葉を発

する (Mvg.I.23.1 0: Vin.I.pp.4137 -425)。
e【舎利弗と目連が弟子衆と共に師のサンジャヤと決別する】

日連は「世尊の許に行こう」とするが、両人に依存して住している250人の遊
はか

行者にも諮ってみよう (apalokama，v首palokema)ということになる。こう

して皆が大沙門の許で修行(党行)を行おうということになる (Mvg.I.24.1:

Vin.I.p.426-17)。
次に二人はサンジャヤを訪ねて「友よ。私共は世尊の許に参ります。かの世

尊は私共の師です」という。彼は「友よ。止めよ。行くな。三人皆が徒衆を世

話しよう」と反対する。二人は三遍繰り返し三遍反対されるが決別する

(Mvg.I.24.2: Vin.I.p.4217-27)。
f【舎利弗と目連が仏門に入り出家受戒する】

両人は250人の遊行者と共に竹林に近づく。サンジャヤ遊行者にはその場で

その口から熱血が出た (uIJ-harplohitarp mukhato ugganchi)。世尊は両人

が遠くからやって来るのを見て比丘達に語る。

n比丘達よ、これら二人の友:コーリタ(目連)とウパティッサ(舎利
弗)とがやって来る。これは私の両弟子:最高の両賢者となるであろう。

甚深の智の対象において執着の依処の無上なる滅尽において解脱した
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両人が竹林に着くや (Vri着かぬのに)、時に〔大〕師は彼等について予言

した。

これら二人の友:コーリタとウパティッサとがやって来る。

これは私の両弟子:最高の両賢者となるであろう。Jと

(gam bhire naIJ-a -visa ye， an u ttare u padhi -sankha ye; 

vimutte anuppatte (V'iappatte) VeJuvanarp， atha ne sattha byakasi. 

ete dve sahayaka， agacchanti Kolito Upatisso ca; 

etarp me savaka-yugarp， bhavissati aggarp bhadda-yugan ti) 0 J 
(Mvg.I.24.3: Vin.I.p.4231-37) 

両人は世尊の許に到り、その両足に倒地の礼をして出家と具足戒を請うて

「来たまえ。比丘達よ」云々と許される。ここも先のコンダンニャやカッサパ

の場合と同じ定型文である (Mvg.I.24.4:Vin.I.pp.4237_437)。

g 【舎利弗・目連が仏門に入った後の人々の怨嘩や非難とその対処】

『それからなるほど、そのときに、マガダの甚だ著名な良家の息子達が、

世尊の許で修行(党行)をする。人々は不機嫌になり失望し詩る。「沙門

ゴータマは子が〔出家して〕いなくなるようにとやって来る。沙門ゴータ

マは〔夫が出家して〕寡婦になるようにとやって来る。沙門ゴータマは家

系を断絶させるためにとやって来る。今や千人の結髪行者達がこれによっ

て出家させられ、またサンジャヤの徒250人の遊行者達が出家させられた。

そしてマガダのこれら甚だ著名な良家の息子達が、世尊の許で修行(党行)

をする」と。しかも比丘達を見れば、次の偏をもって非難する。

α 「なるほど、大沙門はマガダ人たちの山城にやって来た。

サンジャヤの徒を皆導き入れて。今や一体誰を導き入れるだろうか。」と

(agato kho maha-samaIJ-o， Magadhanarp Giriゐbajarp;

sabbe Sanjaye (Vri. Sancaye) netvana， karp su dani nayissati ti)oJ 
(Mvg.1.24.5 : Vin.I.437-17) 

比丘達はこのような人々の怨嵯の声を聞いて世尊に言う。世尊は『比丘達よ。

その声は長くはないであろう。七日だけはあるであろうが、七日を過ぎると消

えるであろう』といい、人々がその備をもって非難するなら、『お前達は彼ら

にこの偶をもって反駁しなさL、』といって、次のー偶を示す。

β 『まことに大雄である知来は正法(正しいよき教え、道理)をもて導

き入れる。法(教え、真実)をもって導き入れる識者達に対して何の嫉妬

ぞ。と

(Nayanti ve Maha-vira， sad-dhammena tathagata; 
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Dhammena nayamananarp， ka ussya (V'Lusiiya) vijanatan ti) 0 J 
(M vg.1.24.6: Vin.I. p .432'剖)

そのようにすると、『人々は釈迦の息子である沙門達は法(よき教え、真実、

道理)によって導き入れるのであって、非法(不法、非道、理不尽)によって

ではないそうだ (manussadhammena kira samaI)a Sakya-puttiya nenti 

no adhammena) Jといって、非難する声は七日だけはあったが、七日を過ぎ

ると消えたという (Mvg.1.24.7: Vin.I.p.441-3)。

以上が@の伝承である。最後は独身の出家者の宗教教団が抱える社会的な車L

際の問題である。夫婦や親子の情愛と出家修行とが相反する。これは釈尊が故

郷を訪ねて父王と旧妻と息子とに対面する伝承でも露呈する問題である

(Mvg.1.54 : Vin.I.pp.82-83， r五分律』巻17: T.22.116c， r四分律』巻34: 
T.22.809c司810b，r十諦律』巻21: T.23.152c， e坑tc.λ 独身.出家の仏教教団が
ほぽ消誠した現代の臼本には忘れられていようが、出家仏教が抱えてきた深刻

な問題である。

舎利弗と目連の入門の伝承は③資料 (CPS.28，Mv.III.pp. 566-67')にもあり、

漢訳資料にも多い。@伝承と比較的に近い CPSは以上をもって終わっている。

(未完)

註

1 )根本説一切有部の伝承では、世尊が住んだところは伽耶山という霊場という (Gaya-

sir号ecaitye : CPS.26.2; r破僧事』巻7: T.24.134b4 :其山頂牽堵波慮、『衆許摩
詞帝経』巻10: T.3.962aロ:議耶山頂塔慮)。

2) r雑阿合経』巻8(197) (T.2，No..99，50bc)では、世尊が神足嬰化示現と他心示現と
教誠示現を示されたという。 CPS.26.3ではrddhi-pratiharya(超能力を示す奇蹟)，

adesana-pratiharya (他人の心を直指する奇蹟)， anusasani-pratiharya (教え誠め

る奇蹟)という。『破僧事』巻7 (T.24.134b')では神足通記説通教授通。『衆

許摩諒帝経J巻10(T.3.962aI4)では単に神通、説法、調伏。『五分律』巻16

(T.22.109b26_27) では神足教誠、説法教誠、教敷教誠。『四分律』巻33(T.22.797 

a削 4)では神足教化、憶念教化、説法教化。『中本起経』巻上 (T.4.152a吋では神

足示現、教授示現、説法示現。そして『傍本行集経』巻42(T.3.850b町)では身通、

口通、意通という。訳語に混乱があるようであるが、同じことを指している。その

第三の教誠示現 (anusasani-pratiharya，教授通)の内容が、今の「一切は燃えてい

る」という教えである。なお漢訳には、この説法の時処を同じくしながら、文殊締
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京j菩薩を始めとする諸菩薩に対して菩薩の修行道・行法を説く 4経:T.14， No.. 464 

文殊師利問菩提綬(ー名伽耶山頂経)， No..465伽耶山頂経、No..466僻説象頭精舎経、

No..467大乗伽耶山頂経が伝えられている。
3) D. NO.11 Kevaddha-sutta 3・67:I.pp.21216_21521， A.III. 60: vol.I.pp.17014-172'" 

『長阿含経』巻16(24)堅固経 (T.l，No..l，l0Ic8-102a24 三神足:神足・観察他心

神足・教誠神足)。なおここに説かれる仏の 3種の奇蹟(神変、示現)は、アピダ

ルマでも論ぜられ、玄英訳『倶舎論』巻27では、三穣示導または三示導といい、

神嬰示導.記心示導.教誠示導である (T.29，N恥凪札叫.1日55回8，143c判円;cfAKBh心42担4ダl山 2)。

同じく玄突訳『大毘婆沙論』巻103でも同様である (T.2幻7，N恥且札叫.1日545，5回32勾a則')。真諦

訳『倶舎F稗宰論』巻2却Oでは、三導といい、如意成導.記心導.正教導という(げT.29，

N恥恥且仏.1日55印9，2却94必C12)。過去のヴィパシュイン (Vipasyin，昆婆戸)仏を語る③本Maha-

vadanasutra (=MAS.Waldschmidt: 10c.7-8: p.152; 10e.2-3: pp.154-155; Fukita 

(吹田)pp.1482ヘ15012，1528.10)には、その仏が3種の奇蹟(神変、示導)をもって

教える、という文が出ている。しかしそれに対応する②文 (D.No..14Mahapadana-

suttanta 3.11， 15， 19 : D.I1.41"へ 434-16，441'叩では、仏は次第説法によって施論・
戒論・生天論に始まり四諦に終わる説法を繰り返している。@の伝承は 3種の奇蹟

(神変、示導)を重視しない。他方、傍詑耶舎共竺傍念誇『長阿合経』巻1I大本

経J(T.INo..l，9a6-c剖)でも、後の法天訳『昆婆戸傍経』巻下 (T.l，N，恥且.3，1日57aゲ&“叩1口7

b'叩)でも、仏は次第説法によって潤き手が法眼を得て出家して具足戒を受けた後

に、 3種の奇蹟(神変、示導)をもって教えると、聞き手は煩悩がなくなり解脱し

たという。前者では三事示現または三事教化といい、神足・観他心・教誠の3であ

る (T.1.9d-2品 190 後者では三種神通または三神通といい、嬰化神通・説法神通・調

伏神通の3である (T.1.157aI5-1'，b山 9)。これは奇蹟(神変)を示し現すのであるが、

それによって教え導くことを意味するのである。この中で超能力による奇蹟(神足

襲化示現、神祭示導)というのは、現実には有り得ないこと(例えば、地に潜った

り、水上を歩いたり、烏のように空中を移動したり、月や太陽に手で触れるなど)

を現す、いわば魔術である。それがどうして可能なのかは、私には分からない。た

だ、そういうことであっても、実際にあるように思い込ませる人、そしてそれを本

当だと思い込む人達がいた、ということなのであろう。しかしこのような超能力

(神足、神通)の行使を、実は仏は誠めたと伝えられているω.l.pp.211削"2132四;
T.l ，No..l， 1 0 1 C22-2')。これはそのような超能力がいかがわしいことで、その行使が後

ろめたいものと思われていた、ということを示唆している。

4) CPS.26.21; r破僧事』巻 7 (T.24.134b回目)，r衆許摩詞帝経』巻 10(T.3.962a29-
b2)， r雑阿含経』巻第8(197) (T.2.50c4-5) r五分律』巻16(T.22.109c6-')， r四

分律』巻33(T.22.797b2-3)， r悌本行集経』巻42(T.3.851a'-I')， r過去現在因果経』
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巻4(T.3.650a姐29)，r中本起経』巻上 (T.4.152a1l.12)。
5) Mv.III.p.44118では，Anta-girismirp_ udyane Ya~ti-vane という。しかし『悌本行

集経』巻44(T.3.857aI3'14) では彼杖林之内。是時彼林。別有二一塔-。名二善安住ー0

6) (a)は②聖典に繰り返される定型文である (M.I.p.3563，S.I.p.2193I， A.I.p. 20710， 

Sn.p.103')。通常、知来の十号と呼ばれるが、ここでは文初に如来ではなく世尊が

来るので文末の世尊と重複する。なおD.I.p.4913では文初がso(かの) ではなく

ayarp_'" (この)とあるが、他は全く同文である。『併本行集経』巻44(T.3.857 

a24-)では、彼、婆伽婆・阿羅阿・三議三悌陀・善逝・世閥解・無上士・調御丈夫・

天人師・悌・世尊と明行足を欠くが、同巻52(T.3.892c路 24) は、婆伽婆・多他阿

伽度・阿羅阿・三薮三傍陀・明行足・善逝・世間解・無上士・調御丈夫・天人師・

傍・世尊、と明行足を加えており、順序は上例のパーリ文に同じい。しかし

CPS.27a.16 (tathagata utpadyetarhan samyak-sambuddho vidya・cara早a-

sampannal;t sugato loka-vid anuttaral;t puru宇a-damya-sarathil;tSasta deva-

manu号yaQ-na早 buddhobhagavan)， r破僧事』巻7(T.24.134c叫:如来・底・正
等費・明行園漏・善逝・世閥解・無上丈夫・調御士・天人師・傍・薄伽党)，r衆許
摩詞帝経』巻11(T.3.965a":如来・藤供・正遍知・明行足・善逝・世閥解・無上

士・調御丈夫・天人師・悌・世尊)， r四分律』巻33(T.22.797b叫:如来・臆供・
正遍知・明行足・善逝・世間解・無上士・調御丈夫・天人師・悌・世尊)， r普曜経』
巻8(T.3.532b比:如来・至真・等正覚・明行成為・善逝・世閥解・無上士・道法

御・天人師・為悌・衆祐)では、如来に始まる。@聖典にも如来に始まる仏の異名

の列挙がある CD.I.p.6224， M.I.p.179¥ S.III.p.8513， A.I.p. 168竺II.p.147'， It.p.7822 : 

idha ... tathagato loke uppajjati araharp_ samma-sambuddho vijja-caraQ-a-

sampanno sugato loka-vidu anuttaro purisa-damma-sarathi sattha deva-

manussanarp_ buddho bhagava.但し...には呼びかけのことばが入ることがある。

文初がidhaでない例もある)。いずれの伝承においても、応供から世尊までの10

の称号とその順序は変わらない。村上・及川『パーリ仏教辞典J(春秋社、 2009年)

: tathagata等、藤田宏達「仏の称号十号論J(玉城庚四郎博士還暦記念『仰の

研究』昭和39年， pp.81-98)参照。 (b)の法(教え)と浄行(党行)の叙述も繰り

返される定型文である CD.I.p.62， M.I.p.356， S.I.p.105， IV.p.315， A.lI.p. 147， Sn.p. 

103)。しかし、ここの関連資料では僅かに『四分律』巻33(T.22.797bl6-:於ニ天

及世間一久魔若魔天及楚天衆沙門婆羅門衆中自知得二神通智謹一。常自娯楽。奥レ人説

レ法。上中下言悉善。義味深遠。具足演布。修ニ諸党行ー)に対応する文がある。

7) CPS.27a.1-c.3; r破僧事j 巻 7 (T.24.134b26-135b4)， r衆許摩諦帝経』巻10
(T.3.962b3-962d')。釈迦族の太子の誕生について報告し、その殺害を進言する臣

下の言葉を玉は退けて、その太子が転輪王になるなら自ら臣属し、正覚者になるな
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ら、その弟子になろう、という趣旨は、 『四分律』巻31(T.22.779b四ーc10)にもあ

る。

8) r四分律』念33(T.22.797b3-) :我先許ニ瓶沙王請ー。若我成レ傍得ェ一切智一。先来
至ニ羅閲城一。我今藤三往見ェ瓶沙王ー; r五分律』巻16(T.22.108c8-) :吾昔輿ニ瓶沙
王ー要得レ道度レ之。今藤レ詣レ彼。使奥ニ千比丘一前後圏鏡漸漸遊行向二王舎城一; r過
去現在因果経』巻4(T.3.650b1・) :爾時世尊。心自念言。頻昆裟羅王。往昔於レ我。

有レ約二誓言一。道若成者。願先見レ度。今日時至。宜藤三往彼満二其本願-。

9) 村上・及川『仏のことば註(三)J(春秋社 1998年)pp.3-33、特にp.15参照。

10) CPS.27c.4-15; r破僧事』巻7(T.24.135bI4'28)， r衆許摩詞帝経』巻10(T.3.962d'-
963aI5)， r過去現在因果経』巻4(T.3.650b23-C4)。以上4者では、王が『私はマガ
ダ王SraiQ-yaBimbisara王です』と名乗り、世尊が『そうです。貴方はIIJと繰

り返す。 Mvg.1.22.3の趣旨は『四分律』巻33(T.22.797b2日8)，r五分律』巻16
(T.22.1 09c"悶)，r毘尼母経』巻5(T.24.827b1'5)， r中阿合経』巻11(62) ，頻稗婆
濯王迎傍経J(T.1.497b'-c1)， r頻婆裟羅王経J(T.1.825b5-20)， r雑阿合経』巻38
(T.2.279a1'姐)， r別葬雑阿合経』巻 1 (13) (T.2.377a山')， r悌本行集経』巻44
(T.3.857b'-c22)， r方慶大荘厳経』巻12(T.3.612c山1)，r普曜経』巻8(T.3.532b20-
C13)等にも見られる。 Lal.には相当文がない。

11)マガダ王の帰依の節の偶額について、宮坂宥勝，Urubilva-pratiharyaの偶額の伝

承形態J(rインド古典論』上、筑摩書房，昭和58年， pp. (43)ー (71))は、諸伝

承における11種の備を比較対照して示し、@と共通する 4備が、上座部にも大衆部

にも粗同じ形態で伝えられたから部派分裂以前に遡ると見る。③CPS.27c.19-22=

SBV.I.p.15512•2'の 4 備、及び Mv.III.pp. 4448'1l，13.1'，18.2¥4452唱の4備の意味が②備にほ

ぼ対応するが、以下の和訳と原文で見るように、語順も単語も@とは相当に異なる

(原文波線部は@と対応する語)。

a n世尊)，ウルヴィルヴァーに住む者よ。痩せた論者(貴方)は何をば見て祭火
を捨てているのか。K.(カーシュヤパ，迦葉)よ。この意味を貴方に問う。どうし

て貴方の火祭りが捨てられたのかJoJ

忠良反対現現思史投犯製£訣恕日思見匁史奴没摂史空/

思史担弘主主竺思児ぷ鉱瓦思想，思思扱忠史現乳呉氏想点怨甥//
(Mv.III心 4448.11)

r，ウルヴィルヴァーに住む者よ。ここに貴方は何をば見て祭火と聖なる捉を捨て
たのか。K.(迦葉)よ。この意味を私に言え。どうして貴方の火祭りが捨てられた

のかJoJ
お夜空hakirp_ tvam史投虫奴製史，想史思連主sirvratam eva car号制/
äcak~va me Kasyapa， etam artharp_ katharp_ prahiI，larp_ hi tavagni-hotram/ / 

ベd門J、円d、~、λ~、~え~、~、へJ-vへP、
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(CPS.27c19; SBV.I.p.155山 5)

b rcK.) I食べ物と飲み物とそれから味、欲しいもの、そして女を、供犠において
語る。これらは垢だと、〔執着の〕依り所(=祭紀)の中に知って、それ故に供犠や

献供を喜ばないJoJ
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an踊 nipãnãni 思民照炉i 想史空中摂取想県以忠男はき~e/

思匁息数以ほ照生設以野史幻想史恕 nayajne思忠殿町namij/(Mv.III心
44413-16) 

WI食べ物と飲み物とそれから味と、欲しいもの、そして女とを、或る人達は言う。
これは垢だと、〔執着の〕依り所(=祭杷)の中に見て、それ故に供犠や献供を私は

喜ばなL、JoJ

annani panani tatha及想史sca，想史認段取廷がvavacanti haike/ 
etarp (SBV. tavan) malan ti upadhau samprapasyarps (SBV.-syan ) 

建短日収然思思決忠史号V懇生虫史/恕想見開法犯課思想男摂児民
民思匁奴恕免奥忠史rato'ham/ / (CPS.27c22; SBV勾 p.155品 27)
また③資料において追加された備は、以下のようである(その順序は宮坂に倣

う)。対応する漢訳文とチベット訳文については、宮坂論文を参照して頂きたい。

e rc世尊)I空しく貴方は祭火を祭り、空しく貴方はかの苦行をしてきた。それを
最後の時に、蛇が旧皮を〔捨てる〕ように捨てるとは。JJ

mohan te juhito agni mohan te so tapo krto/ 

yarp jahe paacime kale jirIJ.arp va urago tvacarp/ / (Mv.III.p. 445"") 

f rcK.) I空しく私等は祭火を祭り、空しく私はかの苦行をしてきた。それを最後
の時に、蛇が旧皮を〔捨てる〕ように捨てるとは。』

moharp no juhito agni moharp me so tapo krto/ 

yarp yaje pascime kale jirIJ.arp va urago tvacarp/ / (Mv.III.p・4459-11)

g W祭火により供犠において解脱するのだと、私は知らないから、思っていた。盲
で生死に随い、最高の不死の境地を見ないので。』

agnihi yajne甲uca vipramuccati iti sma me asi pure ajanato / 

andhasya jati-maraIJ.anusariIJ.o apasyato uttamam acyutarp padam/ / 

(Mv.III.p.445'2-'5) 

『供犠により旋により、また祭火によって解脱があるのだという心の計らいが私に

ありました。私は盲で生死に随い、最高の不死の境地を見ないでいました。』

yajnair vratair agnibhis capi mo同時ityapi abhun me manaso vitarkal;l/ 

andho 'smi jati-(SBV.jati-) mara早anusariani同mano'cyutam uttamarp padam/ / 

(CPS.27c23; SBV.I.pp.15528-156') 

h r今やその私は、優れた龍であるそのようなお方によってよく示された、かの濁
りなき境地を見ます。究極の拠り所である境地に私は触れました。輪廻・生死をば

捨てて。』

so dani tad pa品yamianavilarp padarp sudesitarp naga-vareIJ.a tayina/ atyanta-

ni科ha-padamasprse aharp sarpsara-jati-maraIJ.arp prahaya/ / (Mv.III.p.445'6-19) 

『今や私は、優れた龍であるそのようなお方によってよく示された、かの無為の境

地を見ます。ガウタマよ。大衆の利益のために・真実に勇猛な牟尼・導師なる貴方

が現れました。 JJ

pa品yamidanirptad asarpskrtarp padarp sudesitarp naga-vareIJ.a tayina/ 

maha-janarthaya munir vinayakas tvam udgato Gautama satya司 ikramal;l//

(CPS.27c24; SBV.I.p.1562-5) 

irc世尊)I貴方はよく来られた。よく決心された。これは貴方が悪く考えたこと
ではない。種々区分された諸の教法(宗教的主義主張)の中で最勝のものに貴方は

照明日奴鰐空 (SBV.峨 e)思拠阜rato'ham// 
(CPS.27c20; SBV.I.pp.155山 9)

c rc世尊)Iまた貴方は、これら食べ物と飲み物とそれから味に、こころを寄せな
かった。さらに一体、かの神々や人々の最上者を貴方のこころは喜ぷのか。K.よ。

私にそれを言えJoJ

ete号utvarp na mano akasi anne別 pane号utatha rase号u/apararp nu tarp deva-

manu号ya-sre号tharpyahirp ratarp KaSyapa tuhya cittarp/ / (Mv.III.p. 444'8-2') 

nもし貴方が、ここに欲しいものや食べ物と飲み物とそれから味に、こころ喜ば
ないなら、一体どのように神々や人々の世間において、こころが喜ぶのか。K.よ。

関われては言えJoJ

na te 'tra kame号umano ratarp ced anne号upane号utatha rase号u/

kathan nu te患忠君現思思-loke思史思見現訣5愛想忠史民!pr号tal;l//
(CPS.27c21; SBV.I.pp.15520-2') 

d rcK.) I執着の依り所のない寂静なる牟尼を見て、無所有にして一切の生存に執
らわれない・別様にはならない・他によっては導かれない〔牟尼を見て〕、それ故

に私は祭紐や献供を喜ばないJoJ

総夜空 m\凶rp 想史現忠史認思見~/更生娘見現忠sarva-県鰐号V 懇生虫史/
1l.I_lal!i'atl1.a-bhavam anan}'a-ne)'arp/ _ tasma na y:a~te na hute ramamij / 
へ……………~、~叫ん…へ~人〈八八八八八~

(M世.III.p.4452-5) 

WI執着の依り所のない寂静なる最高の境地を見て、無所有にして欲の生存に執ら
われない・別様にはならない・他によっては導かれない〔境地を見て〕、それ故に私

は祭組や献供を喜ばないJoJ

虫叙奴鰻匁梨思児自1伽 tim(SBV.想史甥)agryam/ 
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到達しました。K.よ。〔皆の〕衆を驚かせ。」と』

svagatarp. te vyavasitarp. naitad duscintitarp. tvayaj 

pravibhakte号udharme年uyac ch児科harp.tad upagamaj j 

sarp.vejaya K話yapapar号adamiti (CPS.27c25 ; SBV.I.p.1567-8) 

j nK.J i多くの有情は損なわれます。種々の苦行を行って、〔究極の〕拠り所に
到達することなく、疑いを越えることなく。』

bahu satva vihanyanti karonta vividharp. taparp.j 

ni~thãrp. anadhigacchanta avitirI).a-katharp.kathaj (Mv.III.p.44520-21) 

k 私は長い間、見解の束縛に結ぼれて、汚れていたのです。あらゆるわだかまり

(結縛)にあった私を、慧眼を具えた世尊は解放してくれました。Jj

dirgha・ratrarp.kili~to smi dr~ti-salp.dãna-sarp.ditoj 

sarva-granthe平ume bhagavarp. parimocasi cak号marp.(Mv.III.p. 4461-2) 

12)若人毒百歳 奉レ火修二異術ー不レ知レ尊ニ正諦ー 其明照ニ一切ー若人需百歳 撃レ邪

志ニ不善一 不レ如下生二一日 精進受中正法上(T.4.152c2-5) 

13)以上の簡略な要旨だけは、『四分律』倉33(T.22.797b20-798a1);  r五分律』巻16
(T.22.11 Oa22剖 ); r昆尼母経』巻5 (T.24.827c日)に見られる。②とほぼ同じ趣旨
は、『併本行集経』巻44(T.3. 858b16-C") と『中阿合経』巻11(62) i頻斡婆遜王

迎悌経J(T.1.498a"-c25) に見られる。 CPS.27e.l-f.20=.SBV.I.pp.1579-16019;r破
僧事』巻 7 (T.24.136a7-c却) ; r衆許摩詞帝経』巻10・11(T.3.963b四-964b13) 
は、次第説法ではなく、直ちに色・受・想・行・識の生・滅、非我、非我所、十二

縁起の生観と誠観、色・受・想・行・識の無常・苦・非我・非我所を観じて解脱す

る、と教える。すると、王を初め聴衆は遠塵離垢し法眼揮を得たという。

Mv.III.p.4469-44910も向趣旨であるが、説法は十二縁起までで終わっている。『過去

現在因果経』巻4 (T.3.651a20-b田)も同様であるが十二縁起には触れない。また

『頻婆婆羅玉経j(T.1.826a3-c10);  r方庚大荘巌経』巻12(T.3.613a16-b15)， r普曜
経』巻8(T.3.533aB-b17) にもその趣旨が見られる。 Lal.には相当分がない。

14) i諸法考(5)註4参照。『悌本行集経』巻44は前註13に続く文脈において有る師の言

として、「復有師言。凡有二十二那由他人一。遠塵離垢。章二煩悩界一。心得二清書評ー。

於二諸法中一。生二静法眼ー。可レ有ニ集法 皆是滅相ー。如賞設知J(T.3.858b28-c1) 

という。この「有る師Jとは、@と同じ伝承を知っている師であろう。③文には

Prama加 varttika ( = PV.) II.285bcに yatkincid udayatmakam nirodha-

dharmakarp. sarvarp. tad [村上訳:およそ何でも生起する本性があるものは，す

べて滅する性質(本性、法)がある]とある。

15)これによく対応する漢訳文は、『締本行集経』巻44(T.3.858c'ど1):爾時摩伽陀

王頻頭裟羅。己見ニ法相一。巳知ニ法相ー。巳入ニ法相一。於ニ法相中ー。己度ニ諸疑ー。
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徹レ過無レ擬レ於ヱ諸法中ー。無=復磯心一己得=無長一。世尊法中。不三復随一レ他。不ニ復

問ーレ他。一切法中。得三如レ是知二自在無磁ー。時頻頭王。即白レ悌言。

16) (E)と同じ文脈で王の五願を語るのは、『悌本行集経』巻44(T.3.858c"剖)である。

『四分律』巻33(T.22.798a岨)では六願となっている。王の五願は、 CPS.27a.14: 

『破僧事』巻7 (T.24.134cI9-23)と『衆許摩詞帝経』巻10: T.3.962bI9田では、王

が仏を訪ねる前に述べられるが、王位継承の願はなく、代わりに最後に戒を受持す

る願を述べている。

17)この文は Mvg.I.7.10:Vin.I.p.1631-35と同文、「諸法考(4): r仏教研究j37号Jpp.97-
98に符号Fを冠して和訳文と原文を示しておいた。なお iFのみは、他に類文が

殆ど伝えられていないようである」と付記しておいた。③資料や漢訳等に類文が見

つからないということである。今のマガダ王の場合においても事情は同じである。

18) CPS.27f.25はここで終わり、 28a.からは舎利弗・目連が仏門に入る物語となる。

19) (E)註釈には n十に住し」とは十型住に住しきり、「十法を知り」とは十の業道を知
り、「十を具え」とは、十無学支を具えた (ωdas詞a咽v暗as叩oti das鉛as叩ua訂ri勿ya仕-v拍as舵es釦u 

vut悦tha仕-vaおso.das珂a-dham附n附ma羽a-v引v羽iduti das鉛a

dasah吐iasekkhehi註ia白g巴hiupetωo)j (PTS.収阿t仇nA.V.973， Vri.244) とある。 その

詳しい説明はこの複註 (VinA-tika = Sarattha-dφani-tika， Vri. 3.195-204)にあ

る。但し「十の業道」の説明はない。それは十不善業道 (dasaakusala kamma司

pattha)と、それらを否定しそれらから離れる十善業道 (dasakusala kamma-

pattha)を指すであろう。即ち十不善業道とは、殺生 (pa:l)ati pa to)、像盗(与え

られない物を取ること adinnadanarp.)、邪淫(性欲に関する間違った行動

kamesu micchacaro)、妄語 (musa-vado)、中傷(両舌、陰口 pisu早avaca)、粗

語(乱暴なことば pharusavaca)、無用のお喋り(締語sampha-ppalapo)、食欲

(abhijjha)、害意(膜奉byapado)、邪見(間違った見解miccha-ditthi)の十で

ある。十善業道は、殺生乃至、無用のお喋り(締語)からそれぞれ離れること

(veramaI).i)、及び不食欲 (anabhijjha)、無害意(不眠毒abyapado)、正見(正

しい見解samma-ditthi)の十である (D.33.Sarigiti-suttanta3.3.3-4 : D.III.p.26 

91-')。そしてその他も D.33.Sarigiti-suttanta3.3ω.III.pp.266ff.)及び、 D.34

Dasuttara-suttanta 2.3 (D.III.290ff.)から説明される。要点のみを示すと、十聖

住(十種の聖なる住し方)とは、『友よ。ここに比丘が五つの〔悪〕属性が捨てら

れており (pancariga-vippahinohoti)、六つの〔好〕属性を具え (cha!ariga-

samannagato)、一つを守り (ekarakkho)、四つ(食・住・薬・衣)に依存し

(catur-apasseno)、銘々の真実を除き去り (paI).unna-pacceka-sacco)、欲求をすっ

かり捨て (samavaya-satth'esano)、思いに濁りなく (anavila-sarikappo)、身の

衝動力が静まり (passaddha-kaya司sa白kharo)、心がよく解脱し (suvimutta司
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citto)、よく解脱した智慧がある (suvimutta-pa白白0)J (D.III.2691014) とあり、そ

の五つの〔悪〕属性が捨てられている、とは、五蓋 (pancanivaraI).ani)という

煩悩(悪L、心)が捨てられていること:すなわち『欲しいものへの欲(欲食kama-

cchando)、悪意(膜意byapado)、欝状・眠気(昏沈睡眠thina-middharp.)、操

状・後悔(捧挙・悪作uddhacca-kukuccarp.)、疑い(vicikiccha)が捨てられて

いるJ(D.III.2691519)。六つの〔好〕属性を具えているとは、『眼で色を見ても心地

よくもなく心地悪くもなく無関心で思い知って過ごし、耳で声を聞いても、鼻で香

をかいでも、舌で味を味わっても、身で触れるものに触れても、意で法を認識して

も、心地よくもなく心地悪くもなく無関心で思い知って過ごしている

(manasa dhammarp. vinnaya neva sumano hoti na dummano， upekkhako 

viharati sato sampajano)J (D.III.2692附)という。一つを護りとは、『比丘が思

念を護る心を具えている (satarakkhenacetasa samannagato hoti) J (D.III. 

26928.29) とL寸。四つ(食・住・薬・衣)に依存しとは、『省察して一つを用い、グ

忍受し、 11除き、グ避ける (sari.khay'ekarp.patisevati， 11 adhivaseti， 11 vinodeti， 

11 parivajjeti) J (D.III.2702") という。十力とは、同複註 (VinA-tika，Vri.3.198-

203)によると、如来には身力(体力)と智力とのこ種の十力があるという。先ず

『その中で身力(体力)は象の系統(家系)に従って知られる (Tesukaya-balarp. 

hatthi-kulanusarena veditabbarp.)とL寸。象には「黒劣〔系統)(kalavakam)J、

「恒河〔系統) (gari.g巴yyarp.)J、「灰白〔系統) (paI).I).ararp.) J、「赤銅〔系統〕

(tam barp.) J、「褐色〔系統) (piri.galarp.) J、「芳香〔系統) (gandharp.) J、「吉祥

〔系統)(m拍 galarp.)J、「黄金(系統)(hemarp.) J、「斎戒〔系統)(u posa tharp.) J、

「六牙〔系統) (chaddantarp.) JとL、う十種の家系(種類)があり、黒劣〔系統〕

の象が普通の象の系統 (pakati-hatthi-kularp.)であって、その黒劣〔系統〕の象

の力は十人力であるという。それ以下の系統の象はそれぞれ前の象の十倍の力があ

り、最高の六牙〔系統〕の象の十倍が一如来の力であるという。「まさにこの〔如

来の力〕こそは、ナーラーヤナの集合(身)の力とも言われる (Narayana】sari.ghata-

balan ti pi idam eva vuccati) 。そこでナーラーとは諸々の光線が言われる

(Tattha nara vuccanti rasmiyo)。、それら種々の種類の光線がそこから生じると

いうわけで、ナーラーヤナ(那羅延、光輝く)であり、金剛である (tabahu nana 

vidha tato uppajjanti ti narayanar]1， vajirarp.)。それゆえに〔如来の力は〕金剛

の集合(身)の力であるという意味である (tasmavajira-sari.ghata-balan・tiattho)。

そこでこの〔如来の力〕は普通の象で数えると百億の象の〔力〕であり、人(男)で

数えると千億の人力である (Tadetarp. pakati-hatthi-gaI).anaya hatthinarp. koti-

sahassanarp.， purisa-gaI).anaya dasannarp. purisa-koti-sahassanarp. balarp. 

hoti)。先ずこれが如来の身力(体力)である(Idarp.tava tathagl1tassa kaya-

122 

諸法考 dhammaの原意の探求と再構築 (6) 法と諸法と縁起 教団の形成と発展

balar]1) J (V:仇A-tika， Vri. 3.198-199)。以上の文は PTSMA且p.26，Vri.I.338及

びPTSAA.V.p.l0，Vri.3.292とほぼ同趣旨であるが、より詳しL、。漢訳では曇無

識諜『大般浬業経』巻11(T.12，No.374， p.429b)、慧巌等編『大般湿架経』巻10

(T.12， No.375， p.670c)、鳩摩羅什諜『集一切福徳三昧経』巻上 (T.12，

No.382，p.989c)にやや類似の文が認められる。この他にも大乗経典においては仏・

菩薩の身が那羅延身と呼ばれる例は多い (T.12，NO.360 r無量毒経J巻上p.268b23，
NO.382 r集一切福徳三昧経』巻上p.989c2，T.17，No.761 r法集経』巻pp.626a29，
649a3)。ナーラーヤナは一般にはヴィシュヌ神と考えられるが、以上においてはそ

の神との関連は明示されない。次に智力とは如来十力 (dasatathagata田balani)

であり、仏=如来のみが有するという十種の智慧の力である。同複註は先ず世尊が

舎利弗に説く経文 (VriM.1.148， PTS. M.I.pp.6931-71 18)を引く (A.10.21・PTS.

A.V.pp..33'-3616もほぼ同文で、仏が比丘達に説く経文である)。以下はその要点。

Hl)如来は処(因果の道理)を処(因果の道理)から、また非処(非道理)を

非処(非道理)から有りのままに知る (tathagatothanan ca thanato atthanan ca 

atthanato yatha-bhutarp. pajanati) 0 (2)如来は過去・未来・現在の業が受け取る

ものごとの報いを道理から原因から有りのままに知る (tathagatoatitanagata-

paccuppannanarp. kamma田samadananarp.thanaso hetuso vipakarp. yatha-bhutarp. 

pajanati) 0 (3)如来は全ての処(輪廻の境遇と浬繋)に行く道を有りのままに知

る (tathagatosabbattha-gaminirp. patipadarp. yatha-bhutarp. pajanati) 0 (4) 

如来は多くの界(要素・領域) ・種々の界(要素・領域)を持つ世間(自分の存在

の領分)を有りのままに知る (tathagatoaneka-dhaturp. nana目dhaturp.lokarp. 

yatha-bhutarp. pajanati) 0 (5)如来は衆生達に種々の意向があることを有りのま

まに知る (tathagatosattanarp. nanadhimuttikatarp. yatha-bhutarp. pajanati) 

(6)。如来は他の衆生達・他の人達に能力(根)の上下があることを有りのままに

知る (tathagatopara-sattanarp. para-puggalanarp. indriya-paropariyattarp. 

yatha-bhutarp. pajanati) 0 (7)如来は膜想、(禅、静慮)・解脱・心統一(三昧)・

入定(等至)の汚染と浄化と出定を有りのままに知る (tathagatojhana-

vimokkha-samadhi・samapattinarp.sarp.kilesarp. vodanarp. vutthanarp. yatha 

bhutarp. pajanati)o (8)如来は種々に定められた前世の住所を想起する (tathagato

aneka-vihitarp. pubbe-nivasarp. anussarati)o (9)如来は神的な超人間的な清浄

な限(天眼)をもって衆生達が死没し再生するのを見る。劣った・優れた・美しい・

醜い・善く逝った・悪しく逝った衆生たちが、業のままに行くのを知る (tathagato

dibbena cakkhuna visuddhena atikkanta-manusakena satte passati 

cavamane upapajjamane hine paI).ite suvaI).I).巴 dubbaI).I).巴 sugateduggate， 

yatha-kammupage satte pajanati)o (10)如来は漏(煩悩)が尽きるから無漏の
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心解脱・慧解脱をまさにこの現実において自ら悟って体得してそなえもって住する

(tathagato asavana:q1 khaya anasava:q1 ceto-vimutti:q1 panna-vimutti:q1 

ditth'eva dhamme saya:q1 abhinna sacchikatva upasampajja viharati) (VinA-

fika， Vri. 3.199-201， PTS. M.I.pp.6931-71'8抜粋)0r雑阿合経』巻26(684) : T. 
2.No.99， 186c'6-187b¥ r増萱阿合経』巻41(結禁品第46.4): T.2.No.125，776b15-
C却に相当文がある。玄英訳『倶合論巻27JI T.29. No.1558， 140b'-17では簡略に慮非

慮智力、業異熟智力、静慮解脱等持等至智力、根上下智力、種種勝解智力、種種界

智力、遍趣行智力、宿住樋念智力、死生智力、漏童智力と示されている (Cf.

AKBh. pp.41112-412')。

十無学支(無学即ち修学すべきことが無い〔聖者のJ10種の要件)とは、十無学

法 (dasaasekha dhamma修学すべきことが無い十種の属性=要件)であり、そ

れぞれ修学すべきことが無い〔聖者(無学)の〕正見.正思.正語.正業.正命.

正勤.正念.正定.正智.正解脱である (asekkhasamma-ditthi， asekkho 

samma-sailkappo， asekl王hasamma-vaca， asekkho samma-kammanto， asekkho 

samma-ajivo， asekkho samma-vayamo， asekkha samma-sati， asekkho samma-

samadhi， asekkha:q1 samma-益a平a:q1， asekkha samma-vimutti D.III.p.2715-')。
『長阿含JI(9) r衆集経J(T.l .52c同)には、無皐正見 iE，~. 正語.正業.正命.

正念.正方便.正定.正智.正解脱とあるが、同経 (10)r十上経J(T.1.57b山')
には、無拳正見.正思.正語.正業.正命.正方便.正念.正定.正解脱.正智と

ある。『集異門足論』巻20(T.26.452c1lff.)には、一無撃正見。二無拳正思惟。

三無拳正語。四無皐正業。五無拳正命。六無撃正勤。七無拳正念。八無拳正定。九

無皐正解脱。十無拳正智とある。順序と内容に小異がある。

20) r傍本行集経』巻44(T.3.860a24-860bつには、帝稗天王が摩那婆身(バラモン学
生の姿)になって、王舎城に向かう仏と比丘大衆の前を行きながら説く 5偽 (7言

10句)と、人々の疑問の声に応じて述べる 2偏 (7言8句)がある。ともにほぼ

⑨の趣旨に対応する。『四分律』巻33(T.22.798a25-798b')には摩掲園人が尋ねる

1偶 (5言4句)と稗提桓因(帝稼天)が答える 5偏 (5言10句)とがある。後

の5備は@の qの趣旨を詳しく述べたような内容である。『五分律』巻16

(T.22.109c19-23) には摩掲人の向いの l備と稗提桓因が答える 1偽だけである。後

者は@の qに対応する。

21)ここは SBV.1.166'-12;r破僧事』巻 8 (T.24.138b5-10);  r衆許摩詞帝経』巻10
(T.3.965c26-966a7)， r過去現在因果経』巻4(T.3.651c'明)と対応する。『四分律』
巻33(T.22.798b'0-24) と『五分律』巻16(T.22.ll0a28-b6) は、仏が改めて王をし

て竹園を四方僧に施させる。

王が竹園を寄進したことに対して、世尊は祝福(呪願)を与えた、という伝承があ
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る。『破僧事』巻8: T.24.138b"-13 :時俳世尊即説ニ兜願額一日所レ為ニ布施ー者必

獲=其義利一為ニ利繁一布施後必得ニ安楽ー(ーT.24.125b四:SBV.I.p.124'1-14 : bhaga-

va:q1 ... tad danam anaya abhyanumodanaya abhyanumodate: yad-artha:q1 

diyate dana:q1 tad-arthaya bhavi~yati/ sukhartha:q1 diyate dana:q1 tat 

sukhaya bhavi~yatiん Cf. CPS.3.10・13.);r四分律』巻33: T.22.798b2'-28 : 1時
世尊。以二慈感心一受ニ彼厨一巳。即為二究願一種植ニ諸国樹一 井作ニ橋船梁ー園果諸浴

池及施レ入居止如レ是之人等童夜福増長持レ戒順ニ正法一 彼人得レ生レ天;r五分律』
巻 16: T.22.ll0b4-5:為説ニ随喜兇願偽一。如下為ニ毘蘭若一所上説 (Cf.岡巻 1: 

T.22.2b4-11 : I漬喜偏); r悌本行集経』巻44: T.3.860C'1-15 :而児願言一切樹木雑園
林井及造ニ作諸橋等渠池井泉以充済船紡来去度ニ衆人一彼等恒於二重夜中ー福報

日増長無レ絶行レ法持レ戒人亦爾信敬堅固即生レ天;r過去現在因果経』巻 4: 
T.3.651c27-652a5 :説レ備兇願若人能布施 断ニ除於樫食ー若人能忍辱永離ニ於膜

毒 若人能造レ善則遠二於愚嬢一能具二此三行 速至ニ般浬繋ー若有二貧窮人ー無三財

可ニ布施一見ニ他修一施時而生ニ随喜心ー随喜之福報輿レ施等無レ異。この呪願
レ

(abhyanumodana，祝福、随喜)とは、布施によって福徳(功徳)が積まれ楽を得

るという趣旨で祝福する。『方慶大荘厳経』巻12(T.3.613b叫 9)と『普曜経』巻8

(T.3.533b27 _c4) とでは、竹園を寄進したのは王ではなくマガダ国の長者カランダ

(迦蘭陀、迦陵)であり、それを受けて仏は呪願を述べたという。但し呪願の文句

は出ていない。

22) CPS. 28b.1-3; Mv.III. pp.599-'; 

23) Vidhushekhara Bhattacharya ed. The Yogacarabhumi 01 Acarya Asa泊:ga，

Calcutta 1957， pp.118"，1492に原語が出ている。矯乱の矯は下体をくねらせて、

こびを含むさま、女がしなやかにからだをくねらせることJ(藤堂明保『学研漢

和大辞典』学習研究社1978)の意であることに因むなら、「不死矯乱論」も名訳か

もしれない。lIata~asatoshi (畑昌利)， On amaravikkhepa (r印傍研JILVII・

3，2009，pp.1193・98，1419-20)は、後代のチベット資料などをも検討して、この語

を「際限ない〔言葉による〕ごまかしJendless equivocationとする。これは

amaraを「際限ない」と解するものである。但しその立言が際限のないごまかし

ではない。 4類16種の判断(命題)の可否を関われでも、その一々に対して「そ

うとも私には思えない…」云々と 5種の言い方で否定を繰り返したに過ぎない。際

線もあり、ごまかしもないが、その立言は結局は判断停止(判断保留)に帰するの

であり、いわば一種の不可知論というべきであろう。

24)この文については、前註14及び「諸法考(5)註4参照。
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